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今
回
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
五
十
周
年

と
い
う
節
目
の
平
和

行
進
で
多
く
の
参
加

者
を
集
い
行
進
し
ま

し
た
。
県
医
労
各
支

部
か
ら
も
組
合
員
が

参
加
し
、
世
界
平
和

と
核
兵
器
廃
絶
を
願

い
行
進
し
ま
し
た
。

県内トップバッターは二
戸支部。カメラに向かって
「Peace!」子ども達のため
にも平和が一番。支部か
ら10名が参加しました。

前日に起きた地震の被
災者に配慮して「静かな
行進」をしました。無事、
宮城県に引き継ぎました。

炎天下での行進に、川久
保病院では、冷たい麦茶を
用意して多くの職員の皆さ
んが歓迎。紫波町役場で
は高橋副町長（写真右）か
ら、あたたかい激励を受けまし
た。

一戸支部からも４名が参加。岩手町内の
行進では、車いすの方も参加し和気藹 と々
行進しました。

通し行進者が東京の医療生協役員であることか
ら、多くの医療生協組合員が参加。盛岡大学の学
生が写真の横断幕を持って行進。

北上と奥州市でも戸別訪問し署名を集め
ました。北上市の出発集会では、市長があ
いさつをし、平和への思いを訴えました。

北上と花巻では、行進とあわせ、戸別訪
問で核兵器廃絶署名を集めました。通し行
進者の森悦子さん（写真右）も初めての体
験と話ながらも、堂 と々署名を訴えました。

国民平和大行進国民平和大行進 県内行進6月7日6月7日6月7日

6月15日6月15日6月15日

6月10日6月10日6月10日

6月8日6月8日6月8日
6月9日6月9日6月9日

6月13日6月13日6月13日

6月12日6月12日6月12日
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六
月
二
十
、
二
十
一
日
、

花
巻
温
泉
「
ホ
テ
ル
紅
葉
館
」

を
会
場
に
、
県
医
労
第
六
十

四
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、

運
動
方
針
等
が
可
決
さ
れ
、

規
約
・
規
程
を
投
票
で
改
正
。

新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

今
年
の
定
期
大
会
は
、
来

賓
に
い
わ
て
労

連
、岩
手
医
労
連
、

日
本
共
産
党
、
社

会
民
主
党
、
東
北

労
金
の
各
代
表
が

出
席
、
民
主
党
か

ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。午

後
か
ら
の
運

動
方
針
の
討
論
で

は
、「
休
憩
時
間

が
取
れ
な
い
」「
衛

生
委
員
会
で
長
時

間
労
働
を
毎
月
チ

ェ
ッ
ク
す
る
よ
う

に
さ
せ
た
」
な
ど
、
職
場
か

ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
、
来
年
三
月
で
閉
所
を

予
定
し
て
い
る
院
内
保
育
所

問
題
で
は
、
六
支
部
七
人
か

ら
発
言
が
あ
り
、
保
育
士
の

雇
用
に
全
力
で
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ラ
ダ
ー
と
人
事
考
課
シ
ー
ト

の
関
係
で
各
病
院
に
よ
っ
て

対
応
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、

一
部
混
乱
し
て
い
る
こ
と
も

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
名
変
更
な
ど
の
規
約

改
正
が
提
案
さ
れ
、
再
任
用

組
合
員
の
組
合
費
に
つ
い
て

は
、
当
該
の
代
議
員
か
ら
問

題
な
い
、
組
合
員
と
し
て
ガ

ン
バ
ル
と
い
う
発
言
も
あ
り
、

投
票
に
よ
り
四
分
の
三
以
上

の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
に
つ
い
て
は
、
新

副
委
員
長
に
○
○
○
○
○
さ

ん
（
前
中
執
）、
新
中
執
に
○

○
○
○
さ
ん
、
○
○
○
○
さ

ん
、
新
会
計
監
査
に
○
○
○

○
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
信
任
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
第
三
十
回
保

育
所
会
議
が
六
月
八
〜
九
日
、

東
京
「
全
労
連
会
館
」
で
開

催
さ
れ
、
六
全
国
組
合
十
五

県
医
労
連
か
ら
六
十
四
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
の
小
松
民
子

書
記
次
長
に
よ
る
基
調
報
告

で
は
、
少
子
化
に
加
え
、「
負
担

能
力
指
数
」
や
「
保
育
料
収
入
相

当
額
」
に
よ
る
大
幅
な
補
助
金
カ

ッ
ト
、
消
費
税
課
税
問
題
な
ど
、

院
内
保
育
所
の
存
続
が
、
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
話

さ
れ
ま
し
た
。

二
つ
の
分
散
会
で
現
状
や
問
題

点
な
ど
を
交
流
す
る
中
で
、

女
性
医
師
や
看
護
師
確
保
対

策
と
し
て
の
「
二
十
四
時
間

保
育
の
導
入
」
と
「
院
内
保

育
所
の
委
託
化
」
が
全
国
で

急
速
に
進
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

九
日
午
後
か
ら
の
厚
生
労
働

省
交
渉
に
は
二
十
四
名
が
参
加

し
、
院
内
保
育
所
へ
の
予
算
拡

充
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

加
速
す
る
委
託
化
と

　
　
　

 

二
十
四
時
間
保
育
の
流
れ

み
ん
な
で
決
め
、み
ん
な
で
活
動
す
る

　
　
　

  
元
気
な
県
医
労
を
つ
く
ろ
う
！

み
ん
な
で
決
め
、み
ん
な
で
活
動
す
る

　
　
　

  
元
気
な
県
医
労
を
つ
く
ろ
う
！

み
ん
な
で
決
め
、み
ん
な
で
活
動
す
る

　
　
　

  
元
気
な
県
医
労
を
つ
く
ろ
う
！

第
六
十
四
回
定
期
大
会

詳
細
は
八
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

加
速
す
る
委
託
化
と

　
　
　

 

二
十
四
時
間
保
育
の
流
れ

加
速
す
る
委
託
化
と

　
　
　

 

二
十
四
時
間
保
育
の
流
れ

加
速
す
る
委
託
化
と

　
　
　

 

二
十
四
時
間
保
育
の
流
れ
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看護部会

日
本
医
労
連
主
催
の
労
働
安

全
衛
生
活
動
全
国
集
会
が
、
五

月
二
十
四
〜
二
十
五
日
、
熱
海

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
三

十
五
都
道
府
県
よ
り
、
一
〇
一

名
（
う
ち
県
医
労
か
ら
三
名
）

が
参
加
し
、
学
習
と
活
動
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

集
会
で
は
、「
医
療
労
働
者

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
安

全
活
動
」
と
題
し
て
池
田
寛
副

委
員
長
が
講
演
。
職
場
の
過
重

労
働
や
働
く
者
の
健
康
状

況
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

関
係
、
安
全
衛
生
活
動
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
し

た
。特

別
報
告
で
は
、「
労
働

活
動
の
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
全
医
労
・
新
潟
犀
潟

支
部
の
○
○
○
○
さ
ん
か

ら
女
性
部
が
毎
月
の
点
検

活
動
で
職
場
実
態
を
把
握

し
、
執
行
委
員
会
で
報
告
・

検
討
。
院
内
パ
ト
ロ
ー
ル

を
定
着
さ
せ
、
問
題
を
一

つ
ひ
と
つ
解
決
し
た
こ
と

な
ど
が
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
労
働
安
全
活
動
と

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
強
化

を
テ
ー
マ
に
、
三
分
散
会
で
交

流
し
ま
し
た
。
分
散
会
の
報
告

で
産
業
医
は
労
組
が
育
て
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
ワ

ハ
ラ
対
策
も
必
要
だ
、
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
と
め
報
告
で
は
、
活
動
が

着
実
に
前
進
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
看
護
部
会
で
は
、

夜
勤
が
身
体
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
ミ
ニ
学
習
会

を
行
い
ま
し
た
。

産
業
衛
生
学
会
意
見
書

で
は
、
交
替
制
勤
務
が
身

体
・
精
神
に
対
し
て
有
害

な
事
を
明
言
し
、
遵
守
す

べ
き
基
準
に
つ
い
て
挙
げ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
そ
の

中
に
は
、「（
一
）
交
代
勤

務
の
週
労
働
時
間
四
十
時

間
を
限
度
と
す
る
。」
と
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
三
交
替

を
し
て
い
る
職
員
は
、
超

過
勤
務
し
て
は
い
け
な
い

ん
で
す
！
い
か
に
常
日
頃

身
体
を
酷
使
し
て
い
る
の

か
、
実
感
し
た
次
第
で
す
。

職
場
交
流
で
は
、
六
月

か
ら
導
入
さ
れ
た
人
事
考

課
で
の
各
病
院
の
対
応
が
、

全
く
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
と

い
う
実
態
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
ラ
ダ
ー
も
人
事
考
課

シ
ー
ト
も
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
ラ
ダ
ー

だ
け
、
人
事
考
課
だ
け
等

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
医
療
局

は
六
月
に
出
し
た
、
人
事

考
課
の
目
標
シ
ー
ト
で
統

一
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
現
場
は
全
く
理
解
し

て
い
な
い
状
況
で
す
。
各

病
院
へ
の
指
導
を
徹
底
し
、

人
手
不
足
の
中
で
精
一
杯

働
い
て
い
る
職
員
に
、
こ

れ
以
上
、
余
計
な
負
担
を

強
い
な
い
で
！

tanuki
タイプライターテキスト

tanuki
タイプライターテキスト
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五
月
二
十
五
日
、「
い
わ
て

女
性
九
条
の
会
」
が
、
三
周
年

を
記
念
し
て
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。
会
場
の
奥
州
市
水
沢
区

の
メ
イ
プ
ル
に
は
、
県
内
か
ら

六
十
六
人
が
参
加
。「『
産
む
機

械
』
か
ら
『
人
間
』
へ
│
憲
法
九

条
と
二
十
四
条
を
考
え
る
│
」
と

題
し
、
浅
野
富
美
枝
さ
ん
（
宮
城

学
院
女
子
大
学
教
授
）
が
講
演
し

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
江
戸
時
代
に
流
行

し
た
「
女
大
学
」

と
い
う
女
性
の
教

育
本
を
紹
介
し
、

「
女
は
男
に
従
う

も
の
」「
子
な
き

女
は
去
る
べ
し
」

な
ど
、
二
十
四
条

と
は
逆
の
精
神
が

書
か
れ
て
い
る
こ

と
や
、
女
性
が
子
ど
も
を
産
ん

で
、
増
や
す
の
も
、
国
の
方
針

の
も
と
に
す
す
め
ら
れ
て
き
た

こ
と
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

男
性
は
戦
争
の
兵
器
と
し
て
、

ま
た
、
女
性
は
将
来
を
産
む
機

械
と
し
て
で
は
な
く
、
人
間
ら

し
く
生
き
る
た
め
に
九
条
と
二

十
四
条
の
関
わ
り
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

第24条　婚姻は、両性の合
意のみに基づいて成立し、
夫婦が同等の権利を有す
ることを基本として、相互
の協力により、維持されな
ければならない。
②配偶者の選択、財産権、
相続、住居の選定、離婚並
びに婚姻及び家族に関す
るその他の事項に関して
は、法律は、個人の尊厳と
両性の本質的平等に立脚
して制定されなければな
らない。

と　き

ところ

講　演

講　師

7月11日（金）13：30～
12日（土）12：00　

ホテル森の風鶯宿（雫石町）

「はたらく女性の心と身体」
加  藤    幸 先生（川久保病院医師）

女性部

講師の浅野富美枝さん

みんなで

大会をも
りあげ

ましょう

県医労女性部第51回定期大会県医労女性部第51回定期大会県医労女性部第51回定期大会
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青年部

五
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の

二
日
間
、八
月
に
開
催
さ
れ
る「
み

ち
の
く
ア
ク
ト
」
の
下
見
を
兼
ね

た
「
プ
レ
ア
ク
ト
い
わ
て
」
が
、

会
場
と
な
る
盛
岡
市
と
八
幡
平
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
東
北
各
県
か
ら
も

み
ち
の
く
ア
ク
ト
中
央
実
行
委
員

が
参
加
。
全
体
で
三
十
五
名
が
参

加
（
県
医
労
か
ら
は
六
名
）
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

中
央
実
行
委
員
会
で
は
、
八
月

の
「
み
ち
の
く
ア
ク
ト
」
成
功
へ

向
け
て
、
企
画
・
内
容
を
さ
ら
に

磨
き
直
し
、
参
加
者
全
員
で
成
功

さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

八幡平にはまだ雪が…。

松尾歴史
民族資料

館にて
南部鉄器の作業場を見学

竹馬に挑
戦。たのし

～。

8月のアクト、がんばろう

プレア
クト

いわ
て
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今
年
も
ツ
バ
メ
が
や
っ
て
来

て
、
ひ
な
の
誕
生
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
の
に
、
カ
ラ
ス
が
や

っ
て
来
て
イ
タ
ズ
ラ
、
イ
ジ
メ

を
し
て
、
ツ
バ
メ
が
来
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
非
常
に

淋
し
い
で
す
。

磐
井
支
部
　
チ
ャ
ピ
ー
マ
マ

朝
起
き
る
と
、あ
た
り
一
面
、

水
浸
し
に
。
ど
う
や
ら
洗
濯
機

を
移
動
し
た
時
に
排
水
の
管
が

抜
け
や
す
く
な
っ
て
い
た
よ
う

で
、
布
団
を
買
っ
た
り
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
に
出
し
た
り
、
復
旧

に
一
日
か
か
り
ま
し
た
。
し
ま

い
に
は
カ
ミ
さ
ん
に
「
二
度
目

は
な
い
よ
」
と
き
っ
ち
り
絞
ら

れ
ま
し
た
。
ト
ホ
ホ…

。      

花
泉
支
部
　
父
ち
ゃ
ん
心
得

永
年
勤
続
休
暇
、
結
局
取
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
、
そ
の
分
休
み
が
も
ら
え

五
月
号
の
新
春
パ
ズ
ル
「
ま
ち

が
い
は
七
つ
」
に
は
、
二
十
一
名

の
応
募
が
あ
り
、
二
十
名
が
正
解

で
し
た
。厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、

次
の
十
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
の

で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

コ
ハ
ク
マ
マ
（
久
慈
支
部
）、
1

○
○
○
○
（
九
戸
支
部
）、
○
○

○
○
○
、
マ
ク
マ
ク
（
以
上
、
胆

沢
支
部
）、
○
○
○
○
○
（
南
光

支
部
）、
父
ち
ゃ
ん
心
得
（
花
泉

支
部
）、
ド
ス
コ
イ
王
子
（
千
厩

支
部
）、
六
年
記
念
日
（
大
東
支

部
）、
遼
祐
（
高
田
支
部
）、
エ
ア

グ
ル
ー
ヴ（
大
船
渡
支
部
）

な
い
か
な
ぁ…

。

大
船
渡
支
部
　
エ
ア
グ
ル
ー
ヴ

車
の
窓
を
全
開
に
し
て
走
る

と
、
田
ん
ぼ
の
甘
い
香
り…

夜

は
遠
く
で
ケ
ロ
ケ
ロ
と
カ
エ
ル

が
鳴
く
声
を
子
守
歌
に
眠
り
に

つ
く
幸
せ
♡
最
高
で
す
♡
♡
岩

手
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
ぁ
(̂ _̂ )v

中
央
支
部
　
ク
ッ
キ
ー
マ
マ 

制
服
が
変
わ
り
ま
す
が
、
あ

ま
り
の
ス
ケ
ス
ケ
に
女
子
み
ん

な
ビ
ッ
ク
リ
し
て
ま
す
。
し
か

も
ス
ケ
る
わ
り
に
は
、
風
通
し

が
良
く
な
く
暑
い
で
す
(̂ ;̂)
。
一

体
何
を
基
準
に
決
め
た
の
か
疑

問
で
す
。

大
船
渡
支
部
　
匿
名
希
望

当
院
は
今
、
改
修
工
事
、
機

能
評
価
、
七
対
一
、
E
R
対
応

な
ど
、
大
変
な
業
務
が
続
い
て

い
る
。
中
央
病
院
を
出
た
い
、

辞
め
た
い
、
意
欲
が
出
な
い
な

ど
、職
員
の
健
康
管
理
が
不
良
。

弱
肉
強
食
が
医
療
に
も
押
し
寄

せ
て
き
て
い
る
。
現
医
療
政
策

と
機
能
評
価
と
は
、
か
み
合
わ

な
い
こ
と
に
疑
問
や
気
づ
き
を

持
っ
て
い
る
人
も
多
い
。

中
央
支
部
　
希
望
が
持
て
な
い
壊
れ
日
本

六
月
八
日
、
日

曜
日
、
沖
縄
県
議

選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
、
自

公
勢
力
が
大
幅
に

議
席
を
減
ら
し
、

与
野
党
が
逆
転
し

ま
し
た
。
た
か
が

地
方
の
県
議
選
、と
言
う
な
か
れ
。

沖
縄
は
、
ま
さ
に
、
日
本
の
政
治

の
あ
り
方
に
左
右
さ
れ
て
き
ま
し

た
し
、
今
後
の
国
の
政
治
を
占
う

重
要
な
地
域
で
も
あ
り
ま
す
▼
と

こ
ろ
が
、
翌
九
日
は
、
新
聞
休
刊

日
。
し
か
も
、
秋
葉
原
で
の
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
な
事
件
が
起
き
、
マ
ス

コ
ミ
が
雪
崩
を
打
っ
て
そ
ち
ら
に

流
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
に

せ
よ
、
完
全
無
視
。
報
道
さ
れ
て

も
、豆
粒
程
度
で
し
た
。
ま
る
で
、

自
公
勢
力
が
惨
敗
し
た
こ
と
を
国

民
の
目
か
ら
隠
そ
う
と
し
た
か
の

よ
う
で
す
。▼
沖
縄
の
地
元
紙
琉

球
新
報
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い

ま
す
。
吹
い
た
「
変
革
」
の
風
　

基
地
問
題
へ
の
対
応
や
雇
用
・
経

済
振
興
策
、
教
育
・
福
祉
環
境
の

整
備
な
ど
従
来
の
争
点
に
加
え
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
是
非
が

与
野
党
の
大
き
な
対
立
軸
と
し
て

浮
上
。
暫
定
税
率
を
復
活
さ
せ
ガ

ソ
リ
ン
を
再
値
上
げ
し
た
施
策
を

含
め
、
県
政
だ
け
で
な
く
、
国
政

へ
の
評
価
も
問
う
地
方
選
挙
と
し

て
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
た
。」

と
▼
マ
ス
コ
ミ
の
力
は
絶
大
で

す
。
嘘
で
も
テ
レ
ビ
で
報
じ
ら
れ

れ
ば
、
多
く
の
人
が
信
じ
ま
す
。

売
り
切
れ
騒
動
の
納
豆
ダ
イ
エ
ッ

ト
が
良
い
例
で
す
。
そ
れ
が
多
く

の
人
に
と
っ
て
、
命
に
関
わ
る
よ

う
な
大
切
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

報
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
何
も
な
か

っ
た
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
▼
中
国
・
漢
の
時
代
の
逸
話
か

ら
「
眼
光
、
紙
背
を
徹
す
」
と
い

う
言
葉
が
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
目

を
凝
ら
し
、
見
え
な
い
も
の
も
見

透
す
力
は
、
い
つ
の
代
も
必
要
な

よ
う
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
み
の

も
ん
た
が
、
安
倍
晋
三
や
石
原
慎

太
郎
と
親
交
を
結
ん
で
い
る
っ
て

知
っ
て
ま
し
た
か
。

五
月
号
パ
ズ
ル

五
月
号
パ
ズ
ル

tanuki
タイプライターテキスト



上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
七
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
十
名
の
組
合
員
に
記
念

品
を
送
り
ま
す
。
送
り
先
は

〒
〇
二
〇
│
〇
〇
二
三

　盛
岡

市
内
丸
十
一
│
一
、県
医
労「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

七
月
末
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、

抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ
ぶ

や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
場
合
に
は
、
そ
の
旨

を
書
い
て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー

ム
可
）。
た
だ
し
、
当
選
し
た
場

合
は
、
記
念
品
の
送
り
先
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、支
部
名
・

本
名
の
記
入
も
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

○
子
や
父
母
の
　
汗
と
涙
に
　
た
か
る
局

 

（
ゆ
す
り
屋
）

○
は
い
ビ
ー
ル
　
妻
が
笑
顔
で
　
給
料
日

 

（
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
）

○
喜
寿
米
寿
　
傘
寿
卒
寿
は
　
死
語
（
後
）に
し
て

 

（
厚
労
相
）

○
タ
ク
シ
ー
で
　
ノ
ー
パ
ン
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
　
想
い
出
し

 

（
ノ
ン
キ
ャ
リ
ア
）

○
目
は
世
界
　
非
戦
の
礎
　
「
平
泉
」

 

（
平
和
行
進
）

3日（日）～6日（水） 
 原水爆禁止世界大会

21日（木） 看護部会（県民会館） 

27日（水）　中執会議（県民会館）         

28日（木）　支部長会議
 （プラザおでって）

29日（金）～31日（月） 
 みちのくアクトin岩手
 （八幡平リゾート）

8月の予定
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